
新たなビジネスを確実に生みスケールさせる方法
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ごあいさつ

ごあいさつ

私たち、システムコンシェルジュは「人」と「信頼」を最も大切にする会社です。

決して自分たちだけの成長を追い求め、利益を追求するのではなく、常にお客さま

のお困りごとに耳を傾け、それらをお客さまとともに解決していくことで、エンジ

ニアをはじめとするSC人の成長を実現し、お客さまにも利益を享受いただき、その

結果として関わるすべての人が幸せになるようなエコシステムの実現をめざします。

エンジニアとお客さまが幸せになれる会社へ

代表取締役

飯田 健夫



会社概要

会社名 株式会社システムコンシェルジュ 設立 2005年7月26日

代表取締役 飯田 健夫 資本金 1,000万円

所在地 東京都千代田区神田錦町2-11-7 従業員数 45名（役員・従業員・契約社員含む）

TEL 03-5577-5735 事業内容
・イノベーション創出・組織文化醸成事業
・ビジネスプロセスアウトソーシング（BPO）事業
・ジェネレーティブプロバイダー事業

拠点

大阪オフィス
大阪府大阪市北区梅田２丁目５番８号
千代田ビル西別館３階G号室

宮古島オフィス
沖縄県宮古島市平良字西里1018番地１
マティダヒルズ102号

主な取引先
（５０順）

株式会社エヌオーイー
株式会社飯田産業
岐阜女子大学
株式会社SOYOKAZE
株式会社スコープ
田島ルーフィング株式会社
TIS株式会社
株式会社ヒューマントラスト
株式会社阪急交通社
株式会社マクシスコーポレーション
メディカル・データ・ビジョン株式会社
株式会社ユニマットライフ

福利厚生

関東ITソフトウェア健康保険組合
福利厚生サービス：リロクラブ
オフィス内：リフレクソロジー / カイロプラク
ティック / ロルフィング / コーヒー無料
退職金制度

会社概要



お客さまへ提供するサービス事業

高い技術力（Technology）

最適な方法（Process）

信頼される人（People）

ハードウェア（サーバー , ネットワーク機器・無線LAN , PC , PBX , IP電話など）

各種マネジメントシステム
（ITサービス管理、イノベーション管理、ナレッジ管理、プロジェクト管理、セキュリティ

管理、人工知能（AI）管理など）

フレームワーク / ガイドライン
（Scaled Agile Framework®、ISO56002/ISO56001、ISO30401、ISO9001、ISO42001、

ISMS、セキュリティ基準など）

経験・実績
（統合基幹業務システム、ビジネスインテリジェンス（BI）、文書情報管理、グループウェ

ア、セキュリティなど）

プロジェクトマネジメント力 (アジャイル・スクラム、ウォーターフォールなど）

イノベーション力 （イノベーション国際資格,イノベーションプロフェッショナル資格など）

技術力 （AWS資格,Oracle資格,LPIC/LinuC資格,CCNA資格,その他IT関連資格など）

業務理解力 （簿記,販売士,旅程管理主任者,社労士,その他業務資格など）

ソフトウェア（OS、アプリケーション、データベース、ミドルウェアなど）

セキュリティ
（ネットワーク/エンドポイント/ SASE /ゼロトラスト/アプリケーションセキュリティなど）

デジタルトランスフォーメーション
（RPA , iPaaS , DWH, BI , 生成AI , テキストマイニングなど）

お客さまの
経営課題

最適な解
決方法

継続可能
な運用

対話・共感
調査・検証

ジェネーティブプロバイダー事業

ジェネレーティブプロバイダーとは、課題となるキーワ
ードを伝えるだけで、解決策や最適なITツールを選定し、
導入から運用までを支援する「コンサル能力を持つITプ
ロバイダー」です。私たちは豊富な知識と経験で、信頼
されるITパートナーを目指します。

デジタルトランスフォーメーション事業

予測困難なビジネス環境下においても、お客さまの継続
的な成長を支援するために、DX化に必要な３つの要素に
対してサービスを提供します。
- データの蓄積と分析基盤
- プロセスの自動化、データ連携
- イノベーション管理/プロジェクト管理/ナレッジ管理

ビジネスプロセスアウトソーシング事業

深刻な人材不足を私たちの専門チームがお客さまのIT運
用業務を支援します。本来のIT戦略機能を取り戻し、情
報資産管理やヘルプデスク、PCキッティングなどの作業
領域を当社の専門チームが行います。ホスピタリティを
重視した私たちのサポート力を実感してください。

ITインフラエンジニアリング事業

可用性・完全性・機密性が確保されたIT基盤によって、
お客さまが継続的なITサービスの利用が可能になります。
私たちのITサービスを稼働させるセキュリティ、ネット
ワーク、データ保護、稼働監視などの基盤技術によって
お客さまのITサービスを支えます。



当社の強み

当社の強み

堅牢なIT基盤がなければアプリケーションを稼働させることはできません。私たちはThe Linux Foundationを支

援する日本を代表するエンジニアを技術顧問とし、最新のIT技術を求めつつ、過去の技術にも目を向けお客

さまが求める最適な技術の探求とサービス提供を行います。

IT Infrastructure（IT基盤技術）

IT Practices（成功と失敗によって研鑽される方法論）

ツールや技術自体は価値とはいえません。価値を感じてくれるお客さま、喜んでくれる方々がいて価値に変

えることができます。予測不可能な社会のなかで継続的な価値を提供するために、日本初の国際標準企画

ISO56002（イノベーション・マネジメントシステム）の認証を取得し、他では実践していないイノベーショ

ンの仕組みを作りました。この仕組みや方法論をお客さまへサービス提供し、「私たちからお客さまへ」

「お客さまから私たちへ」それが私たちの考えるチームワークと価値あるサービスの方法論です。

IT Tools（先進的なツール活用）

変化に素早く対応するには、活用できる技術やツール、ライブラリなどを知り、実際に利用することが重要

です。私たちはITツールや技術を探求し、実際に体感することで最高のサービスが提供できると考えていま

す。私たちの社内では多くのツールを活用しています。



当社の強み

日本国内初のISO56002（イノベーション・マネジメントシステム）の認証取得

人材育成・組織開発に関するアワード受賞

イノベーションの国際標準規格「ISO56002」とは
「ISO56002」は、世界中のイノベーションを起こした企業のマネジメ
ント手法を分析し、考え方や方法論を標準化したイノベーション・マネ
ジメントシステムの国際標準規格です。新しい価値を創出し、価値の継
続と向上を実現するためのガイドラインです。

ラーニングイノベーションアワード2023】とは
人的資本情報の開示が義務化され、人的資本経営への注目が日々高まる
中、多くの日本企業が人材投資による取り組みを加速しています。ALL 
DIFFERENT株式会社は、人材育成に取り組む企業に様々な事例を紹介し、
新たな知見や視点を提供するために、年に一度「ラーニングイノベーシ
ョンアワード」を開催し、人材育成・組織開発において優れた取り組み
を行っている企業を表彰しています。ラーニングスパイラル賞は、「気
づく」「学ぶ」「できる・変わる」「続ける」の全ステップを構築し、
実効を上げている企業に授与されます。



主要な顧客

旅行・観光業界 金融・保険業界

製造業界

介護・ヘルスケア業界

広告・メディア業界

その他、人材派遣・飲食など

IT業界
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ISO5600x（イノベーション・マネジメントシステム）とは

ISO 56000シリーズの概要
ISO 56000シリーズは、組織がイノベーションを管理し、成功させるための一連の指針と要求事項を提供します。企業、政府機関、非営利
団体など、あらゆる種類の組織が利用可能です。

主な目的

イノベーションの体系的管理
偶発的なイノベーションではなく、戦略的・組織的にイノベーションを推進するための枠組みを提供。

持続的な競争優位性の確保
変化の激しい市場環境に適応し、継続的に革新を生み出す能力を高める。

組織文化の変革
イノベーションを生み出しやすい企業文化の構築を促進。

ISO 56000シリーズは、企業や組織がイノベーションを体系的に管理し、持続的に成長するための国際規格です。
とくに、ISO 56002およびISO56001はBSIジャパンによって認証可能な規格であり、ISO 9001やISO14001などの他ISOと統合し
て運用することも可能です。

ビジネス組織がISO 56000シリーズの取り組みをすることで、

戦略的かつ体系的なイノベーション管理によって、特定の人員による感覚的なビジネス推進が組織機能として成功率の高いビジネ
ス推進が行えるようになります。



ISO5600x（イノベーション・マネジメントシステム）とは

マネジメント規格

基本規格

個別規格

= 発行済み

2023年：JIS規格化
JIS Q 56002:2023イノベー

ション・マネジメントシステム



ISO56001 / 56002（イノベーション・マネジメントシステム）の基本体系

ISO56001の基本体系

章 タイトル

1 適用範囲

2 引用規格

3 用語及び定義

4 組織の状況

5 リーダーシップ

6 計画

7 支援体制（サポート）

8 活動

9 パフォーマンス評価

10 改善
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株式会社システムコンシェルジュの取り組み



イノベーション活動
既存にないビジネスや業務、取り組みなどアイデ
アを収集するなど活動が必要な場合（組織活動）

カイゼン活動
既存のビジネスもしくは業務プロセスなどの改善
活動（組織活動）

タスク活動
個人もしくは単一の部門で対応可能なもの
情報の真意を確認することも、タスク活動として
割り当てすることもある。

情報共有活動
活動までは行う必要がなく、関係部門に情報共有
をしたり、ナレッジ管理に情報を格納して知識と
して活用したり行うもの

その他対応不要
当社の事業に無関係、もしくは本取組みの適用範
囲外である。
有料サービスであり、情報が入手できない。



株式会社システムコンシェルジュの取り組み

プロジェクト管理 ONES Project



株式会社システムコンシェルジュの取り組み

ナレッジ管理 ONES Wiki



株式会社システムコンシェルジュの取り組み

テスト管理 ONES TestCase ※ ONES TestCaseは有料プランのアドオン
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ナレッジ管理のスペース一覧



ナレッジ管理のスペース一覧



ナレッジ管理側



プロジェクト管理の一覧



デモの範囲 「4. 組織の状況」、「8.活動」-「8.3.2 機会の特定」、「8.3.3 コンセプトの創造」まで



情報収集と機会と脅威を特定する仕組み

「4.組織の状況」
「6.計画」-「6.4 イノベーションのポートフォリオ」
「8.活動」-「8.3.2 機会の特定」、「8.3.3 コンセプトの創造」、
「8.3.4 コンセプトの検証」
「9.パフォーマンス評価」

適用範囲

イノベーション活動を可視化するダッシュボード機能



情報収集と機会と脅威を特定する仕組み

イノベーション活動を可視化するダッシュボード機能

「情報収集と機会の特定」のプロジェクトのダ
ッシュボードでは、以下のように状況を把握で
きます。

001

002

003 004

005

006

001
活動方針：なぜこの活動が重要なのかを説明する
情報

004 情報の総件数

002
目的や目指すこと：情報判定をするための指針と
なる情報

005 情報判定までのステータス別のグラフ

003 新着情報の件数 006 情報の時系列の状態



情報収集と機会と脅威を特定する仕組み

組織の状況を把握するための情報収集、機会と脅威の判定

情報インプットをクリックして、入手した情報を登録します。

インターネットニュース
新聞・雑誌・業界誌
展示会、イベント・セミナー
動画サイト
IR情報
勉強会、業界会合
学校・研究機関、コミュニテイ
為替市場、社会情勢など
地政学的情報
法改正
など

取引先の情報
顧客の情報
従業員の情報
売上、利益の変化
重要案件の失注、受注情報
など

外部の論点 内部の論点



情報収集と機会と脅威を特定する仕組み

入手した情報を仕分け
ステータスを管理

属性を付与
影響を判断（ビジネスインパクト）

優先順位付け
後続の対応方針を判定

外部から入手した情報、「展示会」「顧客」「取引先」「勉強会」「接待」「新聞やWEBニュース」など、得た情報を登録していています。
登録された情報を、定期的にイノベーション推進メンバーが属性判断を行います。

決められたサイクルで情報判定の会
議体を開催する。

バイアスを排除するために、複数メ
ンバーで話し合って判定を行う。

機会・脅威、情報分類、影響度、影
響発生時期などを記載していく。



https://systemcon.co.jp/resources/articles/press/press-20240918/

デモでご覧いただいた環境は、こちらの設定手順書を参照して構築ください。
もし、当社にて設定をご希望の場合は、ご連絡ください。

無料プランでここまでできる設定手順書
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ライセンス体系と価格

31

ONES製品は原則として、ナレッジ管理「ONES Wiki』と『ONES Project』の２つがセットになったプロダクトです。
プランによって機能が異なりますが、オンプレミス版はエンタープライズプランのみの提供となります。

フリー

0

製品（ 機能制限あり ）

Cloud

プロジェ クト 管理ツールの

導⼊が初めての⽅へ

円/⽉

永久無料

スタンダード

840
⽉額 1,200 円/1ユーザー/⽉

円
１ユーザー/⽉

製品（ 機能制限あり ）

プロジェ クト 管理における進捗追跡を効率
化させたい⽅へ

Cloud

ビジネス

1,920
円
１ユーザー/⽉

⽉額 2,880 円/1ユーザー/⽉

製品

ビジネス現場における全般の

プロジェ クト を管理されたい⽅へ

Cloud

エンタープライズ

2,880
円
１ユーザー/⽉

⽉額 4,080 円/1ユーザー/⽉

製品

業務最適化により企業の

競争⼒を強化されたい⽅へ

Cloud O n-Prem ises

※1 価格は税抜です。

※2 ⼀部のプロダクト はClo udと O n-Prem isesにより
利⽤可能な機能が異なる場合があります。

有料プランでは、
アド オンオプショ ンをご提供します

O NES Cop ilo t

年間契約
30％オフ

年間契約
30％オフ

年間契約
30％オフ

オンプレミス版
もしくは

SaaS版を選択SaaS版のみSaaS版のみSaaS版のみ
30ユーザーまで利用可

価格体系

アドオンは別途費用となります。

月額：600円/ユーザー

製品

OSS製品



ライセンス体系と価格
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ONES製品は原則として、ナレッジ管理「ONES Wiki』と『ONES Project』の２つがセットになったプロダクトです。
プランによって機能が異なりますが、オンプレミス版はエンタープライズプランのみの提供となります。

オンプレミス版
もしくは

SaaS版を選択SaaS版のみSaaS版のみSaaS版のみ

価格体系 フリー（無料）

主な機能

     

プロジェクト管理ツール ナレッジ管理ツール
の  が初めての へ

  無料

プロジェクト管理・ スク管理
（アジ イルと一 的な スク管理）

ナレッジ管理

ダッシュ ー    カス ムダッシュ ー 

フィル  ビュー（リスト、テーブル、カンバン）

 ブリックビュー   プライベートビュー

ステー ス   ワークフロー

フィール と   イプ

    テンプレート（スペース   グローバル）

スペースとページの  管理

強 な作 

アクセス制 

 ー ーのロールと  

  連 

ス ンダー 

主な機能

プロジェクト管理における  追 を  
化させたい へ

フリー  の 機能に えて

 ントチ ート

マイルストーンと成果 

 スクの  関 

ワークフロー   

ページの    

     

ビジネス

主な機能

ビジネス現場における  の
プロジェクトを管理されたい へ

ス ンダー   の 機能に えて

ロー マップ

   ルール

リソース管理（ 数管理）

プロジェクト ートフ リオ管理

マイン マップ

スプレッ シート

シングルサイオン   セ ュリティ

                   

高度セ ュリティ設定 多要素認証（   ）

      

構成管理ツール連 

       連 

     

エン ープライズ

主な機能

業 最適化により企業の
   を強化されたい へ

ビジネス  の 機能に えて

   向けレ ート

オンプレ ス対応

       

                

       

        

   

ストレージ無制      ログ  年 

   ー ーまで無料

プロジェクトテンプレート

              

       サインイン               

          

デー  行

    からデー   と 行

          からデー   と 行

スプリント管理 バックログ

プロジェクトのアーカイブ
ナレッジ管理

プロジェクト管理・ スク管理
（アジ イルとウ ー ーフ ールと一 的な スク管理）

ナレッジ管理

     イン ート   エクス ート

プロジェクト管理・ スク管理
（アジ イルとウ ー ーフ ールと一 的な スク管理）

          

プロジェクトフィール    カス ムフィール 

ストレージ無制      ログ  年 ストレージ無制      ログ  年 

プロジェクト管理・ スク管理
（アジ イルとウ ー ーフ ールと一 的な スク管理）

      プロセスの  レ ート

要 管理   バグ管理レ ート

メンバー 数  管理

カス ムレ ート

ストレージ無制      ログ  年 

OSS製品



セキュリティと信頼性
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ONES製品は、SaaS型のクラウドサービスとして必要なセキュリティ認証だけでなく、オンプレミス版の開発に必要な認証も取得してい
ます。ONES.comはオンプレミス版にもコミットメントしています。

信頼性と安全性の確保

クラウド ‧
オンプレミ スサービス

AICPA SO C2 Typ e I
System and Organization 

Control (SOC)2 Type I Report

ISO 9001
G lobal Quality Standard Ⅰ

ISO 20000
IT service management 

standard

ISO 27001
Security Management 

Controls

IS027018
Personal Data Protection

クラウド コンピューティ ング
サービス（ ⽇本リージョ ン運⽤）

※上記以外にもCMMI レベル３を取得しています。

サービス

東京リージョンでサービス提供しています。

クラウド・
コンピューティングサービス

セ ュリティと信頼性

無料の
サ ートコンテンツ

株式会社システムコン
シェルジュのサービス



無料のEラーニング
（チーム全員が利用可能）
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ONES製品は、無料のEラーニングサービスを提供しています。
このサービスは誰でも利用することができます。ONES製品を利用

するチーム組織の全従業員は、いつでも、どこでもONES製品の勉
強を行うことができます。

サービス

セ ュリティと信頼性

無料の
サ ートコンテンツ

https://academy.ones.com/home-ja https://ja.docs.ones.com/

充実した日本語マニュアル

日本語でわかりやすい充実したマニュアルは、ONES製品の利用を
手助けします。

株式会社システムコン
シェルジュのサービス



株式会社システムコンシェルジュのサービス
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サービス

株式会社システムコンシェルジュは、ITツールを通じて、組織に仕組み化を実現し、定
着させるプロフェッショナルです。

イノベーション管理 ナレッジ管理 プロジェクト管理

国際標準規格
ISO56002/ISO56001

Global Innovation
Management Institute

国際標準規格
ISO30401/ISO42001

日本文書情報
マネジメント

アジャイル・スクラム
ウォーターフォール

SAFeなど

方
法
論

IT
ツ
ー
ル

アジャイル・スクラム研修
ウォーターフォール研修
ONES Project基礎

イノベーション人材育成研修
デザイン思考研修

イノベーション・ワークショップ
ISO56002概論
IdeaScale基礎

ISO30401概論
ONES Wiki基礎

 
量
・
教
育

支
援 導入支援サポート

運用支援サポート
導入支援サポート
運用支援サポート

導入支援サポート
運用支援サポート

=基礎知識 =提供ITツール =教育サービス =サポートサービス

セ ュリティと信頼性

無料の
サ ートコンテンツ

株式会社システムコン
シェルジュのサービス



お問い合わせ

私たちは、継続的な成長と成功を望むお客さまのコンシェルジュです。

03-5577-5735

株式会社システムコンシェルジュ

k-ohtsuka@systemcon.co.jp
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